
参考資料
・ みどりの食料システム戦略説明資料（抜粋）

・ 昆明・モントリオール生物多様性枠組の概要

・ 持続可能な開発目標（SDGs）
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ਠ૾と০৏のୖ਻

令和３年䠑月
農林水産省

峩峓りの食મシス崮嵈ਅറ（໪ਏ）
ع食મ・農௔水産業の生産力向঱と੅ਢ性の૏য়峼イ崶嵁ーシ嵏嵛峑実ਠع

ਅറ৓峔਄ੌ্਱

੅ਢ可ચऩ୫મ३५ॸ঒のଡണに਱けَؚानりの୫મ३५ॸ঒ਅറُ॑ੁ৒खؚ
রশ਋৓ऩ௴ਡऊैؚ৹୸ েؚਓ ਸؚੵ ૴ৢ ଎ؚાの૚஺మの਄ੌと
ढ़ー঎ンॽগーॺラঝಉの୭୆଀෰ೄ੖のイঀঋー३ঙン॑௓ਤ

目੐す௅と取組方向

2040ফ峨でに୓ৗ৓峔ૼ୒・生産৬௺をದઃ開発（ૼ୒開発目標）
2050ফ峨でに୓ৗ৓峔ૼ୒・生産৬௺の開発を౷峨え、
০৏、「৆ੁু১のグリ嵤ン化」を௓ਤし、峇の঺ভৰಎをৰਠ（঺ভৰಎ目標）
2030ফ峨でに઱ੁの支援対଴を੅ਢ૭ચ峔食મ・農௔਷産業を行う者にૐর岞؟৆ੁু১のグリ嵤ン化پ

2040ফ峨でにૼ୒開発の૾யを౷峨え峎峎、ଓஃ事業に峎いて崓嵤嵄ン崳嵍嵤トラ嵓に対ૢ峃る岽とを目指峃岞
ଓஃস拡ౄ、環境負荷ೄ減メ崳嵍嵤のౄৰと崣崫トでクロ崡コンプラ崌崊ン崡ਏ੯をౄৰ岞

�୓ৗ৓ૼ୒・生産৬௺の঺ভৰಎや、੅ਢ૭ચ峔਄ੌを৏౒し峃る௴ਡ岵峳、峇のৎਡに岴いて૑ਏ峔ૠ਑を見ઉし岞پ
৉産৉消஑崐崵嵓崖嵤崟崡崮嵈のଡണに਱岻て૑ਏ峔ૠ਑を見ઉし岞

੅ਢ的な産業基ೕのଡണ
・ୟো岵峳ব৔生産へのૡఌ（ෝમ・༩મ・ਉમ৹୸）
・ব産品の௬੼਱঱によるୟল拡大
・ৗૼ୒をણ岵した多様峔௮き্、生産者の峃峇৙の拡大

਋ୄ岿島る効果

農௔水産業や৉ୠのలਟも
見ྚえた੅ਢ૭ચな

食મシス崮嵈のଡണ岶૶ਜ

Measures for achievement of Decarbonization and Resilience with Innovation (MeaDRI)

৽ੋ ঺ভ 環境

崊ジ崊嵊嵛スー嵛৉ୠの੅ਢ的な食મシス崮嵈の嵊崯ルと峁てઊ峋ল峁岝ব੠ルールメー崕嵛崘に૞઺（ব৴食મシス崮嵈崝嵇崫ト（2021ফ9া）な峓）

 農௔਷産業のCO2崤嵕崐嵇崫シ嵏嵛化のৰਠ
 低リ崡ク農ఇへのૡఌ、੕়৓峔୰૩དଵ৶৬௺のનয়・普及
に加え、崵崒崳コ崩崶崌崱௺を含むజਟの௨དදに৻峹るৗૠ農ఇ
等の開発により化学農ఇのઞ৷୤（嵒スクఌ算）を50٫低減

 ୟোਉમや化લ೤મ峼ਉમとした化学ෝમのઞ৷୤峼30٫低減
 ࿊৉એ஋にಚ峫るથਃ農業の取組એ஋のસ合峼25٫(100ਐha)に拡大
 2030ফ峨でに食品ଲୗ業のௌ௮生産性峼ਈ低گસ向঱
 2030ফ峨でに食品੫業に岴岻る੅ਢ૭ચ性にଦൟした
ୟোਉ౫મ調୸の実ਠ峼目੐す

 崐嵒ート崬嵒ー等を௔業用၈਽の9સਰ঱に拡大
 崳嵃嵛崎崲崖岝ク嵕マ崘嵕等のു༢に岴いてযੵர၈ૻ૨100%をৰਠ

、生産者の減૘・ৈೡ化ٳ
৉ୠコ嵇嵍崳崮崋のဃ୐
ആ཮化、大ૠெঽே಼૩ٳ
コロ崲をీਃとした崝プラ崌ٳ
崩ェ嵤ン೴ೊ、৔食拡大
SDGsや環境への対ૢਘ化ٳ
ব੠嵓嵤嵓メ嵤崕ングへの૞઺ٳ

「F a r m  t o  F o r k ਅറ」 ( 20. 5)  
2030ফ峨でに化৾農ఇのઞ
用及峝リ崡クを50%減、થਃ
農業を25%に拡大

「農業イ崶嵁ーシ嵏嵛崊ジ崏嵛崨」
( 20. 2)
2050ফ峨でに農業生産୤
40٫ੜ加と環境崽崫トプリント
઄減

বড়の௹かな食生ણ
৉ୠの౻৷・ਚ੭ੜ大

・生産者・消費者岶連携した௏೨৓峔঩ম஑食生ણ
・৉ୠৱ౺をણ岵した৉ୠ৽ੋ࿯環
・多様峔যر岶ુ生峃る৉ୠ঺ভ

లਟにわたり਍ੱ峁て
ථ峳峅る৉ૉ環境のಲഅ

・環境と৹ਮした食મ・農௔਷産業
・化લ೤મ岵峳のજ౹による崓嵤嵄ン崳嵍嵤トラ嵓への๾൴
・化৾農ఇ・化৾ෝમの೪਑によるコ崡ト低減

2050ফ峨でに目指峃௅

2 03 0年

取

組
・
技

術

2 02 0年 2 04 0年 2 05 0年

䝊䝻䜶䝭ッ䝅䝵ン
ᣢ⥆ⓗⓎᒎ

㠉᪂ⓗ技術・生産య⣔の
㏿䜔䛛な♫会実⿦

㠉᪂ⓗ技術・生産య⣔
を㡰ḟ開Ⓨ

開Ⓨ䛥䜜つつ䛒る
技術の♫会実⿦

؞
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みどりの食料システム戦略（具体的な取組）
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

 地産地消型エネルギーシステムの構築
 改質リグニン等を活用した高機能材料の開発
 食品残渣・汚泥等からの肥料成分の回収・活用
 新たなタンパク資源（昆虫等）の利活用拡大

１.資材・エネルギー調達における脱輸入・
脱炭素化・環境負荷軽減の推進

（１）持続可能な資材やエネルギーの調達

調達

（２）地域・未利用資源の一層の活用に向けた取組

～期待される取組・技術～

（１）高い生産性と両立する持続的生産体系への転換
（２）機械の電化・水素化等、資材のグリーン化
（３）地球にやさしいスーパー品種等の開発・普及
（４）農地・森林・海洋への炭素の長期・大量貯蔵
（５）労働安全性・労働生産性の向上と生産者のすそ野の拡大
（６）水産資源の適切な管理

～期待される取組・技術～

 電子タグ（RFID）等の技術を活用した商品・物流情報のデータ連携
 需給予測システム、マッチングによる食品ロス削減
 非接触で人手不足にも対応した自動配送陳列

3.ムリ・ムダのない持続可能な
加工・流通システムの確立

～期待される取組・技術～

加工・流通

（３）長期保存、長期輸送に対応した包装資材の開発

 国産品に対する評価向上を通じた輸出拡大

4.環境にやさしい持続可能な
消費の拡大や食育の推進

（１）食品ロスの削減など持続可能な消費の拡大
（２）消費者と生産者の交流を通じた相互理解の促進
（３）栄養バランスに優れた日本型食生活の総合的推進
（４）建築の木造化、暮らしの木質化の推進
（５）持続可能な水産物の消費拡大
～期待される取組・技術～

生産

等

等 等

等

 健康寿命の延伸に向けた食品開発・食生活の推進

 雇用の増大
 地域所得の向上
 豊かな食生活の実現

 農林業機械・漁船の電化等、脱プラ生産資材の開発
 バイオ炭の農地投入技術
 エリートツリー等の開発・普及、人工林資源の循環利用の確立
 海藻類によるCO₂固定化（ブルーカーボン）の推進

 外見重視の見直し等、持続性を重視した消費の拡大

（４）脱炭素化、健康・環境に配慮した食品産業の競争力強化

（１）持続可能な輸入食料・輸入原材料への切替えや
環境活動の促進

（２）データ・AIの活用等による加工・流通の合理化・適正化

（３）資源のリユース・リサイクルに向けた体制構築・技術開発

２.イノベーション等による持続的生産体制の構築

 スマート技術によるピンポイント農薬散布、次世代総合
的病害虫管理、土壌・生育データに基づく施肥管理

消費

・持続可能な農山漁村の創造
・サプライチェーン全体を貫く基盤技術の
確立と連携（人材育成、未来技術投資）
・森林・木材のフル活用によるCO2吸収と
固定の最大化
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「みどりの食料システム戦略」が2050年までに目指す姿と取組方向

温
室
効
果

ガ
ス
削
減

温室効果ガス ①2050年までに農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現を目指す。
農林業機械・漁船 ②2040年までに、農林業機械・漁船の電化・水素化等に関する技術の確立を目指す。

園芸施設 ③2050年までに化石燃料を使用しない施設への完全移行を目指す。
再生可能
エネルギー

④2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、農林漁業の健全な発展に資する形で、我が国の再生可能エネルギーの導入
拡大に歩調を合わせた、農山漁村における再生可能エネルギーの導入を目指す。

環
境
保
全

化学農薬 ⑤2040年までに、ネオニコチノイド系農薬を含む従来の殺虫剤を使用しなくてもすむような新規農薬等の開発により、2050年
までに、化学農薬使用量（リスク換算）の50％低減を目指す。

化学肥料 ⑥2050年までに、輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量の30％低減を目指す。

有機農業
⑦2040年までに、主要な品目について農業者の多くが取り組むことができるよう、次世代有機農業に関する技術を確立する。
これにより、2050年までに、オーガニック市場を拡大しつつ、耕地面積に占める有機農業※の取組面積の割合を25％（100
万ha）に拡大することを目指す。（※国際的に行われている有機農業）

食
品
産
業

食品ロス ⑧2030年度までに、事業系食品ロスを2000年度比で半減させることを目指す。さらに、2050年までに、AIによる需要予測や
新たな包装資材の開発等の技術の進展により、事業系食品ロスの最小化を図る。

食品産業

⑨2030年までに食品製造業の自動化等を進め、労働生産性が３割以上向上することを目指す（2018年基準）。さらに、
2050年までにAI活用による多種多様な原材料や製品に対応した完全無人食品製造ラインの実現等により、多様な食文化
を持つ我が国食品製造業の更なる労働生産性向上を図る。
⑩2030年までに流通の合理化を進め、飲食料品卸売業における売上高に占める経費の割合を10％に縮減することを目指
す。さらに、2050年までにAI、ロボティクスなどの新たな技術を活用して流通のあらゆる現場において省人化・自動化を進め、更
なる縮減を目指す。

持続可能な
輸入調達

⑪2030年までに食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料調達の実現を目指す。

林
野
・
水
産

森林・林業
⑫エリートツリー等の成長に優れた苗木の活用について、2030年までに林業用苗木の3割、2050年までに9割以上を目指す
ことに加え、2040年までに高層木造の技術の確立を目指すとともに、木材による炭素貯蔵の最大化を図る。

漁業・養殖業

⑬2030年までに漁獲量を2010年と同程度（444万トン）まで回復させることを目指す。
（参考：2018年漁獲量331万トン）
⑭2050年までに二ホンウナギ、クロマグロ等の養殖において人工種苗比率100％を実現することに加え、養魚飼料の全量を配
合飼料給餌に転換し、天然資源に負荷をかけない持続可能な養殖生産体制を目指す。

（※エリートツリーとは、成長や材質等の形質が良い精英樹同士の人工交配等により得られた次世代の個体の中から選抜される、成長等がより優れた精英樹のこと）
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2050ফ崻ジ嵏嵛2050ফ崻ジ嵏嵛
ঽேとુ生する਼ੀ

2030ফ嵇崫シ嵏嵛
ঽே峼৚୮ཾ੊にଭ峅るた峫に生物多様性の௤ଷ峼ૃ峫ખૡ岿峅るた峫のಸ૶のষ৿峼とる

C ఩஫ৱ౺、崯ジ崧嵓ଦഔੲਾ
�'6,��、఩஫ৱ౺に関連峃る
஫ଁ৓ੴ௙のਹ用によるਹஇ
のਁਫ岵峎ཀྵ਴峔ଦীと2050
ফ峨での大்峔ੜ加により、生
物多様性保全と੅ਢ૭ચ峔ਹ
用に๾൴

A
・生ଙ௺の௏全性、連੥性、嵔ジ
リ崐ン崡の೐੅・ਘ化・৚୮岞ঽ
ே生ଙ௺のએ஋ੜ加
・যによるബຑの༛ૃ、ബຑ૨と
リ崡クのచ減岞૔ਟ৙生ரの଻
৬数のੜ加
・఩஫৓多様性の೐੅、ిૢચ
力の保૧

D ফ৑7,000੏崱嵓の生物多
様性のৱস崖嵋崫プをဉرにೠ
小し、ೳੌৰ઱のた峫のેী峔
ৰ઱ু஺をન保

2030ফ崧ー崚崫ト

実઱੍ରメ崓崳崢嵈及び実ਠ૖੯طிભと්৥性（嵔崻ューメ崓崳崢嵈）ط広報・ઇ୘・ཟ発・取り੢峩

(1) 生物多様性峢のะ๏峼減峳す

ᆦ৥・嵊嵛ト嵒崒ール生物多様性ೳ組の໪ਏ

2050ফ崜ール

B 生物多様性岶੅ਢ૭ચに
ਹ用岿島、ঽேのఞଖ
（NCP）岶௬੼・೐੅・ਘ化

(2) যرの崳ー崢峼௥たす

(3)崬ールと解ৠੁ
1.すसथの৉ୠを૞ਸ஑়ଁ؞৓द生物多様性にଦൟし
ञ૬৑ੑ઺ৣ఺ल/ྼम஍ટ৓ऩଵ৶উট७५ৣに置ऎ

2.༄৲しञ生ଙ௺の30%の৉ୠを஍ટ৓ऩ৚୮ৣに置ऎ
3.ಮୠधਲୠのजोझो૘ऩऎधु30%を৳૧৉ୠ఺ल
जの౎の஍ટ৓ऩু஺قOECMكにेॉ৳৸  by 30ق
ك30

4.ബຑজ५ॡをপ்に੖ैすञीにಸ૶のଵ৶ষ৿をન
৳ؚয৑ध৙生生物धの ‣をਈ৵৲

5.ೊඃをଆૃするऩनؚ৙生ரのਹ৷等が੅続৓ऊण਍
৸়ؚ১ऩुのにする

6.෶റ৓ਗਟரの଑ো૨఺ल৒ା૨を50%ਰ঱చ੖
7.୭୆中に૴লするૌ๪ऩ౭ുಞの઄੖ؚ農ఇ఺ल有૩
性の高い৲৾物ସにेる৸৬৓ऩজ५ॡの઄੖ؚউছ
५ॳॵॡළഉのଆૃ؞చ੖

8.ঽேをણ৷しञੰৠੁ/生ଙ௺をણ৷しञ॔উটشॳ
等をৢगञをৢगञؚਞ౜૗৿にेる生物多様性षの
୶஭のਈ৵৲

13. ఩஫ৱ౺఺लॹ४ॱঝଦഔੲਾ(DSI)にબるਹஇଦ
ীのೈ置をधॉؚ॔ॡ७५धਹஇଦী(ABS)にঢ়する
ધછにజढञਹஇଦীのপ்ऩੜਸをയਤ

14.生物多様性の多様ऩ੼கをؚ৆ੁ্؞ଉؚૠ਑ؚੑ
઺ؚ৫৅উট७५ؚ།൑ොຑਅറؚਅറ৓୭୆॔७५
ওথॺؚ୭୆ॖথঃॡॺ॔७५ওথॺ఺ल必要にૢग
বড়ྠ৒にଁ়するऒधをન৳

15. অ४ॿ५્ؚにপ੫業やস੆機ঢ়等が生物多様性に
બるজ५ॡؚ生物多様性षのൂோや୶஭を௬੼؞৫ં
しؚ੅続૭ચऩ଎ાのञीに必要ऩੲਾを઀୹するञ
ीのೈ置を൥गる

16.ిજऩੲਾにेॉ੅続૭ચऩ଎ાの৭උを૭ચधしؚ
୫મఀಣの઄੖ؚૌ๪଎ાのপ்ऩచ੖ؚఀಣ物৅生の
প்చ੖等をৢगथؚॢটشংঝইॵॺউজথॺをచ੖

17. ংॖड़७شইॸॕのञीのೈ置ؚংॖड़ॸॡঀট
४شの取ॉඞいउेलजのਹஇଦীのञीのೈ置をનয়

18. 生物多様性に有૩ऩॖথ७থॸॕঈقଓஃস等كの
્৒ؚ఺लजのఀૃྼम改୓をষいؚ૘ऩऎधुফ৑
5,000੏ॻঝをచ੖するधधुにؚ生物多様性に有இऩ
ॖথ७থॸॕঈをఁপ

19. ँैॅるৱস౺ऊैফ৑2,000੏ॻঝ৿৩ؚ੔ਤব
ऊैಥ঱বषのব੠ৱসम2025ফまदにফ৑200੏ॻ
ঝؚ2030ফまदにফ৑300੏ॻঝまदੜਸ

20. ચৡଡണ఺ल৫৅ధलにૼ୒षの॔ॡ७५఺लૼ୒
୎ૡをਘ৲

21. ਈଐのਹ৷૭ચऩॹشॱؚੲਾ఺लੴ௙をؚਔઓৠ
৒঻ؚৰਜੇ఺ल঳ಹのযرがਹ৷दऌるेअにする

22. ੔કড়఺ल৉ୠ঺ভؚ੓性఺ल੓ుؚऒनु఺ल଄
঻ؚ௽૩঻の生物多様性にঢ়৴するਔઓৠ৒षの૞઺を
ન৳

23. ੓性఺ल੓ుのଅ৉఺लঽேৱ౺にঢ়するਥਹधँ
ैॅるঞঋঝद૞઺をੳीるऒधをஅीञ४ख़থॲشに
対ૢしञ॔উটشॳをৢगؚ४ख़থॲش਴等をન৳

9.৙生ரのଵ৶धਹ৷を੅続૭ચऩुのधしؚযرに঺
ভ৓ؚ৽ੋ৓ؚ୭୆৓ऩལ౩をुञैす

10.農業ؚു༢業ؚී業ؚ௔業৉ୠが੅続৓にଵ৶औोؚ
生ਓ३५ॸ঒のਘᒃ性఺लশ期৓ऩ஍૨性ध生ਓ性ؚధ
लに୫મ਍৸৳௽に๾൴

11.ঽேをણ৷しञੰৠੁ/生ଙ௺をણ৷しञ॔উটشॳ
をৢगञؚঽேのఞଖ(NCP)の৚୮ؚ೐੅ؚਘ৲

12.੃৘৖にउऐる෤৉؞஡水૬৑のએ஋ؚସؚ॔ॡ७५ؚ
೶இのੜਸؚ఺ल生物多様性をଦൟしञ੃৘ੑ઺のન৳
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੅ਢ૭ચな開発目ఏ（SDGs））

・ 2015ফ9াのব連崝嵇崫トで全ভ঳ಱで఼උ岞「ၴ঳য਄りଋ岿峔い」੅ਢ૭ચで多様性とෆၭ性のある঺ভのৰਠのた峫、
2030ফ峨でに୸ਛ峃峣き17のব੠目標と169の崧嵤崚崫トをਝ定岞

目ఏن��།൑ه
あ峳峰るৃਚあ峳峰る஄ଙの།൑をી峹峳峅る

目ఏن��崐崵ル崖ーه
峃峣てのযرの、਍੼岵峎信౅できる੅ਢ૭ચ峔
੺৻৓峔崐崵嵓崖嵤への崊ク崣崡をન保峃る

目ఏ13ن ਞ౜૗৿ه
ਞ౜૗৿及峝峇の୶஭をೄ減峃るた峫のಸ
૶対ੁを൥峂る

目ఏن��ᇡነه
ᇡነをી峹峳峅、食મ਍全保௽及峝౭ുの੝ఒ
をৰਠし、੅ਢ૭ચ峔農業をയਤ峃る

目ఏن��৽ੋ成শと౻৷ه
ෆၭ৓岵峎੅ਢ૭ચ峔৽ੋਛশ及峝峃峣ての
যرの౥全岵峎生産৓峔౻用と௮き岶いのある
য৑峳しい౻用（崯崋嵤崣ント・嵗嵤ク）をയਤ峃る

目ఏ14ن ਲஞৱ౺ه
੅ਢ૭ચ峔開発のた峫に、ਲஞ・ਲஞৱ౺
を保全し、੅ਢ૭ચ峔஄でਹ用峃る

目ఏن��保௏ه
あ峳峰るফೡの峃峣てのযرの௏೨৓峔生ણをન
保し、ૣකをയਤ峃る

目ఏ�هイ嵛崽嵑岝産業化岝イ崶嵁ーシ嵏嵛ن�
ਘᒃ（嵔ジリ崐ント）峔崌ン崽ラଡണ、ෆၭ৓岵峎
੅ਢ૭ચ峔産業化のയਤ及峝崌崶ベ嵤崟嵏ンの௓
ਤを௕る

目ఏ15ن ಮ঱ৱ౺ه
ಮୠ生ଙ௺の保૧、৚୮、੅ਢ૭ચ峔ਹ
用の௓ਤ、੅ਢ૭ચ峔஌௔の৽੾、ෛᄏ
化への対૪峔峳峝にଅ৉の༄化の༛ૃ・৚
୮及峝生物多様性の௤ଷを༛ૃ峃る

目ఏن��ઇ୘ه
峃峣てのযにෆၭ৓岵峎ਁਫ峔ସのৈいઇ୘を
ન保し、生ၺ৾ಆのਃভをയਤ峃る

目ఏ10ن ਂ਴等ه
ব৔及峝૚বੇ৑のਂ਴等をชਫ峃る

目ఏ16ن ਴ਮه
੅ਢ૭ચ峔開発のた峫の਴ਮでෆၭ৓峔
঺ভをയਤし、峃峣てのযرにఘ১への崊ク
崣崡を઀୹し、あ峳峰る嵔ベ嵓に岴いて効果৓
でହ৥ிભのあるෆၭ৓峔਑২をଡണ峃る

目ఏن��ジ崏嵛崨ーه
ジェン崨嵤਴等を୸ਛし、峃峣ての੓性及峝੓ు
の崐ン崹嵗嵤メントを行う

目ఏ11ن ੅ਢ૭ચな੃৘ه
ෆၭ৓で਍全岵峎ਘᒃ（嵔ジリ崐ント）で੅ਢ૭
ચ峔੃৘及峝য৑೜કをৰਠ峃る

目ఏ17ن 実઱ু஺ه
੅ਢ૭ચ峔開発のた峫のৰ઱ু஺をਘ化し、
グロ嵤崸嵓・崹嵤ト崲嵤崟崫プをણ性化峃る

目ఏن��水・ୋ生ه
峃峣てのযرの਷とୋ生のਹ用૭ચ性と੅ਢ૭
ચ峔ଵ৶をન保峃る

目ఏ12ن ੅ਢ૭ચな消費と生産ه
੅ਢ૭ચ峔消費生産஄ଙをન保峃る

࣍କՆ೵な֋൅໪ඬ（SDGs）の৆ࡋ
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第7回検討会の指摘と対応方針

・温室効果ガス削減は効果に応じた表示だが生物多様性は
努力であり、同一ラベルにすると消費者が誤認するので
はないか。

・効果検証が難しい生物多様性について、温室効果ガスと
同じスピードで表示を進めるべきか考えるべき。

・森林分野では温室効果ガスと生物多様性を一緒に表示し
ている。

・努力は個人だが効果はエリアで見るべき。
・どの単位で認証を行うかが重要。
・生物多様性保全の効果を高めるなら、地域性の視点
を入れるべき。

・ラベルデザインにこだわるべき。
・デザインは決めるプロセスも広報活動となり得る。

・温暖化対策と生物多様性保全は、どちらもみどり法で
定める環境負荷低減の重要な要素だが、ラベルの乱立
は混乱を招く恐れ。生物多様性が取り残されないよう
国外の類例も考慮しつつ、まずは知見の蓄積のあるも
のから取り組む。

・生物多様性については、取組と生物多様性の増加につ
いて知見が蓄積している水田作から始める。

・表示を可能とする範囲は所定の取組を実施した圃場を
対象とする。

・地域的な表示や面的な評価は今後の検討課題としつつ、
みどり法による特定区域の設定促進や優良事例の公表
等により地域的な取組を推進。

ラベルデザインについては今後発注するとともに愛称募
集を行い、周知を図る。

GHGと生物多様性の表示について

個人の取組と地域的な取組の評価について

ラベルデザインについて

・自己宣言方式で始めるとして、やり方を考える必要。
・生物多様性が増えた効果を確認すべき。
・努力表示はグリーンウォッシュにならないか。
・この表示によって生産物のブランド化ができるのか
など、農家がどう活用できるのかを示してほしい。

・具体的な取組内容を知ってもらうことも重要。
・努力の見える取組は必要であり消費者の啓発につな
がればいい。

・表示は自己宣言方式としつつ、GHG含め、信頼性を確
保する運用を検討中。

・モニタリングの推奨やモデル地区での効果検証等によ
り、表示の信頼性の向上を図る。

・消費者への訴求方法を検討するとともに、販売促進活
動等における具体的な取組の発信を支援。

表示の運用について

資料６
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